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ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
位
置
す
る
内
陸
の
国
で
、
首
都
ブ
ダ

ペ
ス
ト
は
、
ド
ナ
ウ
川
に
よ
っ
て
二
分

さ
れ
た
地
形
に
歴
史
あ
る
美
し
い
街
並

み
が
残
さ
れ
た
観
光
地
だ
。
国
土
は
日

本
の
約
4
分
の
1
で
、
人
口
は
約
９
７

０
万
人
を
有
す
る
。
日
本
と
同
じ
よ
う

に
四
季
が
あ
り
、
夏
と
冬
の
寒
暖
の
差

が
大
き
い
大
陸
性
気
候
で
、「
欧
州
の
穀

倉
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
小
麦
や
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
ワ
イ
ン
、
食
肉
の
生
産
が

盛
ん
な
食
糧
輸
出
国
で
あ
る
。
ま
た
、

ピ
ー
マ
ン
や
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
仲
間
の
パ

プ
リ
カ
の
生
産
量
も
多
く
、
パ
プ
リ
カ

料
理
が
名
物
と
な
っ
て
い
る
。

ヘ
ン
プ
繊
維
生
産
の
衰
退

ヘ
ン
プ
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
い
つ
導
入

さ
れ
た
か
は
正
確
に
は
わ
か
っ
て
い
な

い
が
、
西
暦
９
０
０
年
頃
に
は
栽
培
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語

で
ヘ
ン
プ
を
意
味
す
る
「kender

（
ケ

ン
ダ
ー
）」
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
が
建

国
さ
れ
た
１
０
０
０
年
以
前
か
ら
古
代

ト
ル
コ
語
に
起
源
を
持
つ
外
来
語
だ
っ

た
こ
と
だ
。
１
１
９
８
年
当
時
の
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
首
都
・
エ
ル
テ
ル
ゴ
ム
の
王

室
関
税
法
案
に
、
ヘ
ン
プ
と
亜
麻
に
つ

い
て
記
載
さ
れ
た
古
文
書
が
残
さ
れ
て

い
る
。

ヘ
ン
プ
の
栽
培
と
加
工
に
つ
い
て
は
、

１
８
７
０
年
頃
ま
で
は
農
民
に
よ
り
小

規
模
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
イ
タ
リ
ア

か
ら
繊
維
向
け
の
品
種
が
導
入
後
は
、

ロ
ー
プ
工
場
や
織
物
工
場
が
で
き
て
栽

培
も
加
工
も
大
規
模
化
し
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
後
は
旧
ソ
連
占
領
下
に
置
か

れ
、
そ
の
後
も
共
産
圏
に
属
し
た
た
め
、

１
９
６
１
年
麻
薬
単
一
条
約
の
栽
培
禁

止
の
影
響
は
受
け
ず
、
６
０
０
０
ha
規

模
の
栽
培
が
続
い
た
。
し
か
し
、
89
年

以
降
は
ソ
連
崩
壊
に
伴
う
混
乱
か
ら
、

ヘ
ン
プ
栽
培
は
衰
退
し
、
加
工
工
場
が

閉
鎖
さ
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

04
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
Ｅ
Ｕ
に
加
盟

し
、
Ｅ
Ｕ
規
則
に
基
づ
い
た
栽
培
が
可

能
に
な
り
、
現
在
は
ヘ
ン
プ
栽
培
の
復

活
に
向
け
て
、
複
数
の
グ
ル
ー
プ
が
昔

な
が
ら
の
立
木
乾
燥
と
水
浸
法
に
よ
る

レ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
品
質
の
良
い
ヘ
ン
プ

繊
維
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
図

１
）。
輸
出
量
は
増
え
て
い
る
が
、
い
ず

れ
も
資
金
不
足
や
技
術
的
な
制
約
に
よ

り
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ウ
チ
ャ
博
士
の
育
種
研
究

さ
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ヘ
ン
プ
育
種

を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
た
の
が
、
イ
ヴ

ァ
ン
・
ボ
ウ
チ
ャ
博
士
（
１
９
２
６

-

２
０
０
７
年
）
で
あ
る
。
彼
の
ヘ
ン
プ

と
の
関
わ
り
は
、
同
国
北
東
部
の
コ
ン

ポ
ー
ル
ト
（K

om
polt

）
の
町
に
あ
る

ル
ド
ル
フ
・
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
農
業
研

究
所
の
所
長
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
が
１
９

５
０
年
に
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
先
輩

の
二
人
が
選
ば
な
か
っ
た
ヘ
ン
プ
と
ア

ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の
育
種
研
究
を
引
き
継

い
だ
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。

50
年
代
当
時
、
機
械
化
農
業
へ
の
対

応
と
種
実
・
茎
の
両
用
の
た
め
に
、
雌

雄
同
株
の
ヘ
ン
プ
の
育
成
を
目
指
す
育

種
家
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
彼
は
、

同
国
と
周
辺
国
の
需
要
が
古
典
的
な
繊

維
利
用
だ
っ
た
た
め
に
、
雌
雄
異
株
に

こ
だ
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
研
究
を
通
じ

て
雌
雄
同
株
の
欠
点
を
２
つ
指
摘
し
た
。 

そ
れ
は
①
自
家
受
粉
の
影
響
で
繊
維
収

量
が
10
〜
20
％
少
な
い
こ
と
と
、
②
ブ

レ
デ
マ
ン
法
が
使
え
な
い
た
め
遺
伝
的

進
化
が
遅
く
、
繊
維
収
量
増
の
育
成
に

ハンガリー
育種研究で世界に貢献する国

第  回58
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図１：1905年創立のナジラク・ヘンプ
　　　工場の復活プロジェクト
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時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
。

ブ
レ
デ
マ
ン
法
は
ド
イ
ツ
の
育
種
家

の
技
術
で
、
開
花
前
に
切
り
取
っ
た
雄

株
の
茎
の
繊
維
含
有
量
を
定
量
し
、
最

も
繊
維
含
有
量
が
多
い
雄
株
だ
け
に
、

花
粉
を
放
ち
雌
株
に
受
粉
す
る
こ
と
を

許
す
選
抜
方
法
で
あ
る
。
こ
の
交
配
に

よ
っ
て
雌
株
か
ら
得
ら
れ
た
種
子
を
次

の
世
代
の
準
備
に
用
い
る
。
１
ha
の
育

種
圃
場
に
２
万
株
あ
っ
た
と
し
て
も
、

受
粉
に
必
要
な
雄
株
は
高
繊
維
含
有
の

50
〜
１
０
０
株
だ
け
で
済
む
。

ボ
ウ
チ
ャ
博
士
は
こ
の
手
法
で
、前

任
者
が
１
９
２
３
年
に
育
種
し
た
品
種

「F-kender

」（
繊
維
含
有
率
13
％
）
を

親
株
に
用
い
て
、
54
年
に
新
品
種

「K
om

polti

」（
同
37
％
）
を
登
録
し
た
。

こ
れ
は
今
日
の
Ｅ
Ｕ
共
通
農
業
種
カ
タ

ロ
グ
に
収
載
さ
れ
て
い
る
最
古
の
ヘ
ン

プ
品
種
で
あ
る
。K

om
polti

は
そ
の
後

も
親
株
と
し
て
欧
州
系
の
新
品
種
の
創

出
に
貢
献
し
続
け
て
い
る
。

同
博
士
は
さ
ら
に
、
雌
雄
異
株
の
雌

株
と
雌
雄
同
株
を
掛
け
合
わ
せ
て
、
種

子
の
収
穫
量
が
７
〜
９
割
増
に
な
る
ユ

ニ
セ
ッ
ク
ス
種
の
育
成
に
も
力
を
入
れ

た
。
育
成
品
種
の
な
か
で
も
変
わ
り
種

と
し
て
は
、
黄
色
の
茎
を
持
つ
品
種
や
、

背
丈
が
低
く
て
丸
っ
こ
い
形
を
し
た
観

賞
用
ヘ
ン
プ「Panoram

a

（
パ
ノ
ラ
マ
）」

（
図
２
）
が
あ
る
。

引
き
継
が
れ
る
育
種
事
業

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の
ヘ
ン
プ
育
種
は
前

述
の
農
業
研
究
所
の
組
織
改
変
と
ボ
ウ

チ
ャ
博
士
の
死
去
に
よ
り
存
続
の
危
機

に
陥
っ
た
。
そ
の
と
き
に
名
乗

り
を
あ
げ
た
の
が
、
90
年
に
同

国
で
創
業
し
、
売
上
高
10
億
円
、

従
業
員
約
１
０
０
名
、
ヒ
マ
ワ

リ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
秋
播
き

小
麦
と
春
播
き
小
麦
、
大
豆
を

扱
う
近
代
的
な
種
苗
会
社
の

A
grom

ag

社
だ
っ
た
。
同
社

は
08
年
に
ボ
ウ
チ
ャ
博
士
が
育

種
し
た
Ｅ
Ｕ
カ
タ
ロ
グ
収
載
の

８
品
種
を
含
む
“
遺
産
”
を
引

き
継
い
だ
が
、
そ
の
当
時
の
国

内
ヘ
ン
プ
産
業
は
壊
滅
的
な
状

態
で
、
品
種
の
維
持
・
増
殖
・

開
発
の
手
間
を
回
収
で
き
る
見
込
み
は

な
か
っ
た
。
だ
が
、
同
社
は
ヘ
ン
プ
の

持
つ
環
境
性
や
用
途
の
多
様
性
、
種
実

の
栄
養
価
の
高
さ
に
、
将
来
的
に
売
れ

る
と
信
じ
る
だ
け
の
価
値
を
見
出
し
て

投
資
を
し
た
結
果
、
Ｋ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
を

生
み
出
し
た
の
だ
。
い
ま
で
は
Ｅ
Ｕ
共

通
農
業
種
カ
タ
ロ
グ
22
年
版
に
収
載
さ

れ
て
い
る
ヘ
ン
プ
89
品
種
の
う
ち
15
品

種
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
由
来
の
品
種
で
、
そ

の
う
ち
の
13
品
種
を
同
社
は
取
り
扱
っ

て
い
る
（
表
１
）。
欧
州
で
約
７
割
の
シ

ェ
ア
を
誇
る
フ
ラ
ン
ス
の
ヘ
ン
プ
専
門

種
子
会
社H

em
p-it 

社
の
15
品
種
に
次

ぐ
実
績
で
あ
る
。

世
界
各
国
の
合
法
化
に
伴
い
、
ヘ
ン

プ
の
育
種
は
非
常
に
勢
い
が
あ
る
研
究

開
発
分
野
に
な
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
マ
ル
チ
ヘ

ン
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
約
10
億
円

を
助
成
し
て
ヘ
ン
プ
の
ゲ
ノ
ム
研
究
を

支
援
し
て
お
り
、
米
国
農
務
省
（
Ｕ
Ｓ

Ｄ
Ａ
）
は
コ
ー
ネ
ル
大
学
や
国
立
食
品

農
業
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ａ
）
に
そ
れ
ぞ

れ
５
０
０
０
万
円
規
模
の
研
究
費
を
助

成
し
て
い
る
。
遺
伝
子
と
ゲ
ノ
ム
分
野

で
世
界
最
大
の
国
際
植
物
動
物
ゲ
ノ
ム

会
議
か
ら
派
生
し
た
国
際
大
麻
草
ゲ
ノ

ム
科
学
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ｉ
Ｃ

Ｇ
Ｒ
Ｃ
）
で
は
、
研
究
成
果
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
に
公
開
中
だ
。
少
し
古
い
資
料

に
な
る
が
、
ワ
ー
ヘ
ニ
ン
ゲ
ン
大
学
の

研
究
者
が
ま
と
め
た
育
種
課
題
を
図
３

に
示
す
。
育
種
は
ヘ
ン
プ
産
業
の
発
展

に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
要
素
な
の
だ
。

出典：欧州産業用ヘンプ協会（EIHA）資料

図２：イヴァン・ボウチャ博士と
　　　観賞用ヘンプ「Panorama」

表１：ハンガリー由来のヘンプ品種
　　　（EU共通農業種カタログ22年版の収載）

図３：今後のヘンプの育種目標

品種名 登録年 タイプ 特徴
Kompolti 1954 雌雄異株 繊維用、晩生
Uniko B　 1965 ユニセックス 繊維用、中晩生
Kompolti hibrid TC 1983 ユニセックス 繊維用、晩生
Cannakomp 2004 ユニセックス 繊維/種実両用
Lipko　 2004 ユニセックス 繊維/種実両用
Tiborszallasi　 2004 雌雄異株 繊維用、中生
Fibrol 2006 雌雄同株 種実用、油分多35％
Monoica　 2006 雌雄同株 種実/繊維用
*KC Dora 2009 雌雄同株 繊維/種実両用
*Tisza　 2010 雌雄同株 繊維/種実両用
KC Virtus 2013 ユニセックス 繊維用、早生
KC Zuzana 2013 雌雄同株 種実用、背丈低い
KC Bonusz 2016 ユニセックス 繊維用、早生
KCA Borana 2018 ユニセックス 種実用、CBD用
Balaton 2019 雌雄異株 繊維用、早生

項目 内容
1. 繊維品質と繊維収量の両立 例：靭皮部20％→50％
2. カンナビノイドの制御 例：THCゼロ品種 ／高CBD品種

3. 開花挙動の制御
早生（開花まで40 ～ 60日）
中生（同60 ～ 90日）
晩生（90 ～ 120日）

4. 性制御 雌雄異株→雌雄同株（種実
と繊維の高収量性、均等性）

5.  特定の環境適応と 
利用目的への適応

例：塩害に強い、種実収量を
増やす（１ha当たり1ｔ→3ｔ）

*印以外は、Agromag社（http://agromag.hu）のカタログ
22年版に収載

参考：�Salentijn� et� al.� "New� developments� in� fiber� hemp�
(Cannabis� sativa� L.)� breeding".� Industrial� Crops�
and�Products,�Vol.68,�2015,p32-41


